




































































市場における現実の財と労働サービスの取引量を c，lとする。 cd，CS を
財の名目的需要・供給，ld， lsを労働サービスの名目的需要・供給とする O

















































cd = Cd (す， π，mo) 
ED ED ED 
(2) 
ls = ls (ご， π，mo) 














τv •. ./ W 


































次に不均衡状態を想定する o c<csの場合財の有効需要 cdI はがより小
さく，しかもこのギャップは賃金・価格のパラメータによって十分調整でき




s. t. c= J(l) 
これを解くと次のような関係が成立する。























する乙とはできない。図 1および図 2において各々の有効需要弾力性が lに
等しければ ld'および cd'は各々 ldおよび cd~と一致する D 弾力性が正であ
れば価格調整機能も次のような再定式化によって機能すると想定してもよ
w=α(ld' _[s ') 




















ωte-W t~1 = P (Wt-l一切 t~1 ) (13) 
































[s=[s( ~.π . mO. ・-:;;:-) 
p . 切t~-l P't-l' 
(16) 








ys = ys (子辛子走) (17) 
8 8 8 
価格が低下すると期待されると，供給を控えることによって最適状態から











EB e e 
f7の上昇lとより，現行価格または均衡価格と比べて賃金率が上昇する
ρte 





(15)， (16)， (17)， (1日より次の関係が成立するo
a 布te '-，. W Wte P 
川，示合)= ls ( ; ， π mo，~ 完了)=l (19) 
必ノt-1 ー
EB e e EB ee EB EB 
切 切te Pte " _，1 r _ _ Wte P 
yS( ; ， 手完了)= Cd' (y， mO ，可 立7)十円側





注1) lS-LM分析を正統化する立場からの反論として Jackman [1974Jを参照せ
。
よ








注 5) Barro and Grossman [1976J， p. 14-15. 
注 6) Clower [1965J， p. 111-2， 119-20. 
注 7) o， e = 0は最も非弾力的なケース o=ε=1は完全に弾力的なケースであ
る。
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